
安
倍
首
相
が
「
改
正
」
憲
法
の
２
０
２
０
年
実

施
を
主
張
し
、
「
安
倍
９
条
改
憲
は
許
さ
な
い
」

の
全
国
３
０
０
０
万
署
名
が
す
す
め
ら
れ
る
中
、

越
労
連
は
１
月
30
日
、
２
０
１
８
年
地
域
総
行
動

の
一
環
と
し
て
学
習
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
代
表
の
高

田
健
さ
ん
（
全
国
９
条
の
会
・
事
務
局
）
が
「
市

民
と
野
党
の
共
闘
の
展
望
と
安
倍
改
憲
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
、
主
催
者
か
ら
今
年
の
地
域
総
行

動
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
（
別
記
日
程
）
。

高
田
健
さ
ん
は
、
今
開
か
れ
て
い
る
通
常
国
会

が
召
集
さ
れ
た
１
月
22
日
、
安
倍
首
相
が
自
民
党

議
員
総
会
で
「
い
よ
い
よ
憲
法
を
改
正
す
る
時
を

迎
え
た
」
と
決
意
表
明
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
２

０
１
８
年
は
安
倍
「
９
条
改
憲
」
を
許
す
か
ど
う

か
の
歴
史
的
な
決
戦
の
年
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
２
０
１
９
年
に
は
春
の
統
一
地
方
選
挙
、
４

月
末
の
天
皇
の
代
替
わ
り
、
７
月
参
議
院
選
挙
が

控
え
て
い

る
な
か
で
、

２
０
２
０

年
ま
で
に

憲
法
を
改

正
す
る
た

め
に
は
２

０
１
８
年

中
の
改
憲

発
議
、
来

春
ま
で
の

国
民
投
票

の
実
施
の

選
択
肢
し

か
な
い
と

注
意
を
喚

起
し
ま
し

た
。

そ
の
う
え

で
、
莫
大

な
資
金
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
大
々
的

に
無
制
限
に
宣
伝
で
き
る
な
ど
、
国
民
投
票
を
実

施
す
る
改
憲
手
続
法
は
自
民
・
安
倍
内
閣
な
ど
憲

法
「
改
正
」
勢
力
に
き
わ
め
て
有
利
つ
く
ら
れ
て

お
り
、
改
憲
発
議
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
「
安
倍

内
閣
改
憲
ノ
ー
！
」
全
国
３
０
０
０
万
署
名
の
目

標
達
成
に
総
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
（
２
班
・
吉
田
正
美
）

今
の
自
転
車
保
険
（
個
人
型
・
家
族
型
）
が
今

年
の
７
月
１
日
で
終
了
し
ま
す
。

・
新
し
い
制
度
（
家
族
全
員
の
自
転
車
に
よ
る
賠

償
事
故
も
含
む
「
日
常
生
活
中
の
賠
償
事
故
」
を

補
償
す
る
個
人
賠
償
責
任
保
険
）
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

・
最
高
１
億
円
の
賠
償
責
任
補
償
＋
示
談
交
渉
サ
ー

ビ
ス
（
国
内
の
み
）
が
つ
き
ま
す
。

・
募
集
期
間
は
春
は
18
年
４
月
16
日
（
月
）
ま
で

夏
は
18
年
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

・
補
償
期
間
は
春
は
18
年
７
月
１
日
～
19
年
４
月

１
日
ま
で
の
９
ヵ
月
間
で
保
険
料
は
１
３
１
０
円
、

夏
は
18
年
10
月
１
日
～
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
６
ヵ

月
間
で
保
険
料
は
９
８
０
円
。

・
支
払
い
方
法
は
加
入
依
頼
者
名
の
金
融
機
関
口

座
よ
り
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

・
越
谷
支
部
で
は
７
月
１
日
か
ら
の
加
入
依
頼
書

は
３
月
中
に
支
部
の
役
員
経
由
で
共
済
担
当
ま
で

届
け
て
く
だ
さ
い
。
（
夏
は
７
月
中
と
し
ま
す
）

・
現
在
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
各

個
人
に
関
係
資
料
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
ま
た
新
規
に
加
入
を
希
望
す
る
組
合
員
は
支
部

の
役
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
関
係
資
料
を
お

届
け
し
ま
す
。
（
個
人
・
交
通
災
害
共
済
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

☆
ご
不
明
な
点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
支
部
の
役
員

ま
た
は
共
済
担
当
・
森
山
（
９
７
５
|
４
７
５
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２０１８年２月２１日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第２３７号

ク
ラ
ブ
活
動
案
内

越谷支部のホームページをご覧ください。 http://www.geocities.jp/nenkinkoshigaya/ 「年金者組合 越谷支部」で検索できます。

早
期
の
改
憲
国
民
投
票

ね
ら
う
安
倍
首
相

憲
法
を
生
か
す
３
０
０
０
万
署
名
に

全
力
あ
げ
よ
う
！

【
囲
碁
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
５
、

19
日(

月)

13
時
～
17
時

会
場

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室
（
う
め
）

会
費

半
年

６
０
０
円

連
絡
先

内
藤
（
９
６
５
）
３
１
４
９

【
民
謡
ク
ラ
ブ
『
な
ず
な
の
会
』
】

日
時

３

月
２
、
16
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

会
場

大
沢
公
民
館

会
費

月
２
０
０
０
円

講
師

藤
本
秀
琉

連
絡
先

樋
口
（
９
６
４
）
８
１
４
６

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
８
日(

木)

12
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

【
第
二
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
15
日(

木)

13
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

木
暮

０
９
０
（
２
９
１
９
）
６
２
０
９

【
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
９
、
23
日(

金)

13
時
半
～

会
場

越
労
連
事
務
所

連
絡
先

五
十
嵐
（
９
６
６
）
０
８
２
０

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
17
日(

土)

14
時

連
絡
先

舟
山

（
９
８
５
）
１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時

３

月
６
、
13
日(

火)

９
時

会
場

南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

２
０
１
８
年
地
域
総
行
動

□
オ
ー
ル
埼
玉
大
集
会

２
月
26
日
（
月
）

18
時
半
開
会

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

□
越
谷
地
域
集
会

２
月
27
日
（
火
）

18
時
半

北
部
集
会

千
間
台
第
４
公
園

中
央
集
会

越
谷
駅
東
口
広
場

※
両
会
場
と
も
集
会
後
に
パ
レ
ー
ド

□
さ
よ
な
ら
原
発
in
越
谷

３
月
３
日
（
土
）

13
時
半

駅
東
口
駅
前
広
場

※
集
会
と
パ
レ
ー
ド

□
オ
ー
ル
越
谷
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

３
月
10
日
（
土
）

18
時
15
分
開
場

中
央
市
民
会
館
劇
場

※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
討
論

２
０
１
８
年
・前
進
座
公
演

演
目

「
人
間
万
事
金
世
中
」

河
竹
黙
阿
弥
＝
作

日
時

５
月
14
日
（
月
）

11
時
30
分
開
場

12
時
30
分
開
演

開
演
場
所

東
京
・
半
蔵
門

国
立
劇
場

大
劇
場

観
劇
料

一
等
Ａ
席

７
４
０
０
円

一
等
Ｂ
席

６
４
０
０
円

二
等
席

３
６
０
０
円

三
等
席

２
２
５
０
円

お
申
込
み

今
回
の
配
布
物
に
チ
ラ
シ

と
観
劇
申
し
込
み
用
紙
が

入
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
用
紙
に
記
入
の
上
代
金

を
添
え
て
支
部
の
役
員
に

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部

自
転
車
保
険
が変

わ
り
ま
す

第
37
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内

日
時

３
月
７
日
（
水
）
９
時

集
合

Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
南
口

広
場

場
所

平
林
寺
の
梅
林

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
参
照
。


